
 

  

内蔵音源（警報・訓練・その他）のライン出力レベルを個別に設定！ 

警報動作終了後、自動でラジオ放送！災害情報を収集！ 

電波不良で警報を受信できないときは音声でお知らせ！ 

株式会社 J コーポレーション 
総合窓口 TEL 0742-53-7833 

緊急地震速報のリーディングカンパニー 

〒631-0011 奈良県奈良市押熊町 557-7-4F 
https://www.jcorp.co.jp  fax 0742-53-7795 

緊急地震速報 ＆ 津波警報
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お問い合わせは 
J コーポレーション 

放送設備・回転灯・電光掲示板

FM電波  
地震速報 

津波警報 

ラジオ放送局 デジタルもぐら

警報 

型番： DM-ER3311J  

希望価格：168,000 円（税抜） 

高機能 拡張性 

19 インチ放送ラックに収納 

デジタルもぐら３３１１ 
デジタルもぐら最高峰

型番： DM-ER3022J    

希望価格：108,000 円（税抜） 

デジタルもぐら３０２２ 
ベーシックモデル

３０２２の進化版！ 

型番： DM-ER3055J   希望価格：145,000 円（税抜） 

緊急地震速報の放送条件 

放送エリア内に予測震度5弱以上を予想した地域がある場合に放送  ※放送局により異なります。 

 

気象庁からの緊急地震速報・津波警報・長周期地震動を瞬時にFMラジオで受信、自動で館内に一斉放送！ 

□1  □2 □3

デジタルもぐら３０５５ 

デジタルもぐら ｍｉｎｉ 

型番： DM-MINI-P   

希望価格：19,800 円（税抜） 

お手頃価格で
導入できる！

※外部機器は制御できません 



 

 

 

 

 緊急地震速報・EWS（避難指示）・EWS（津波警報）を個別に受信設定 → 「津波警報だけ受信」などの設定ができる！

 内蔵音源（警報・訓練・その他）のライン出力レベルを個別に設定 → 「警報音声は大きく」「訓練音声は小さく」など！ 

 警報動作終了後、自動でラジオ放送を流す → 災害情報をいち早く収集！安全な避難行動、適切な対策ができる！ 

 電波不良で警報を受信できないときは音声でお知らせ → 「電波不良で警報を受信できなかった…」を防げる！ 

01 信頼の証  ＮＨＫ放送技術研究所との共同開発による、ＮＨＫチャイム音検出ディバイスを標準装備 

02 購入するだけ  契約更新不要、インターネット不要、サーバー利用料不要、購入するだけ 

03 何処でも設置可能  インターネットが不要だから、山間僻地・海岸など、ＦＭ電波が届けばどこでも使用可能 

04 ハイブリット配信・ＰＬＵＭ法（プラム法）  気象庁新配信システム、ハイブリット配信・ＰＬＵＭ法（プラム法）に対応 

05 長周期地震動に対応  震源地から離れた高層ビルなどの揺れを予測する長周期地震動に対応 

06 津波警報に対応  緊急地震速報だけでなく、津波警報、自治体要請によるミサイル避難命令にも対応 

07 外部機器を制御  放送設備・自動ドア・エレベーター・回転灯・電光掲示板などの外部機器の制御が可能  

08 冒頭音・警報音声の変更  警報の冒頭音や警報メッセージの変更、外国語にも対応（オプション） 

09 受信記録・発報記録  ＮＨＫ試験放送の受信記録、緊急地震速報・津波警報の発報記録 

10 防災訓練・試験放送  本体のボタン操作で、いつでも防災訓練・試験放送の実施が可能 

11 ラック収納  19 インチ放送ラックに収納することで、耐震性・メンテナンス性を向上（DM-ER3311J 専用オプション） 

12 サイネージ・PC へ割込表示  デジタルサイネージ・ＰＣへ地震警報・津波警報を割込表示（オプション） 

13 メールで警報  いつでもどこでも、地震警報・津波警報をメールでいち早くお知らせ（オプション） 

主な機能比較 3311 3022 3055 

警報音声の内蔵音源数 7 3 2 

訓練音声の内蔵音源数 7 2 2 

警報動作時、本体でラジオ放送を聴き、ラインには内蔵音源を出力 ○ × × 

接点出力数 5 1 1 

接点入力・ライン入力数 2 1 1 

緊急地震速報・EWS（避難指示）・EWS（津波警報）を個別に受信 × × ○ 

内蔵音源（警報・訓練・その他）のライン出力レベルを個別に設定 × × ○ 

警報動作終了後、自動でラジオ放送を流す機能 × × ○ 

電波不良で警報を受信できないときは音声でお知らせ × × ○ 

19 インチ放送ラックへの収納 ○（オプション） × × 

デジタルもぐら 

デジタルもぐら３０５５ だけの新機能！ 

特 徴 ※07～13 はもぐらmini 除く 

『リアルタイム震度計ぶるっと S波』と併用して状況に応じた適切なアナウンスを流す

FM ラジオ 警報 

運用例    放送設備や回転灯・電光掲示板などの外部機器を制御

全館放送！ 視覚化！
緊急地震速報
津波警報 

地震が来ることをお知らせ 
「♪NHKチャイム音 緊急地震速報 
強い揺れに警戒してください」 

・・・・・揺れ始めるまで繰り返す 

揺れる前に もぐら が活躍！ 揺れが収まったらぶるっと S波が活躍！

「揺れが収まりましたが 余震に注意し状況に
応じて緊急対応、避難を開始してください」

  ・・・・・任意の時間まで繰り返す

避難誘導のアナウンスに切り替え

揺れ始めたらぶるっと S波が活躍！

「上からの落下物に注意し揺れが収まるまで
身の安全を確保してください」 

      ・・・・・揺れが収まるまで繰り返す

安全確保のアナウンスに切り替え

S 波 
実際の揺れ 


